
この度、 Harry B Rossiter 先生 （米国カリフォルニア大学ロスアンジェルス

校 ・ 呼吸生理学）、 並びに Graham J Kemp 先生 （英国リバプール大学 ・

磁気共鳴イメージ解析研究センター） をお迎えして、 国際セミナーを開催

します。 Rossiter 先生は、 運動耐容能が全身および末梢の酸素摂取動

態に及ぼす効果について熱心に研究されています。 運動時の呼吸 ・ ガス

交換応答の世界的研究者であった Brian J Whipp 先生の愛弟子です。 今

回は、 筋細胞ミトコンドリアから全身レベルに至るまでの運動時酸素摂取動

態について発表して頂きます。 Kemp 先生は、 31P- 磁気共鳴装置を用

いて、 ヒトの活動筋におけるエネルギー代謝を精力的に解析されています。

今回は、 運動時と回復時におけるクレアチン燐酸 （PCr） の応答動態を

中心にお話して頂きます。

上記発表に先だち、 本学医学部放射線診断科の岡本嘉一先生の MRI を

用いた骨格筋評価の最前線に関するお話し、 さらに、 本学博士学生によ

る研究発表を行います。
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